
購買AIエージェントの現状と今後の展望

概要

購買AIエージェントとは、ユーザーや企業に代わって商品を検索・比較し、場合によっては価格交渉や購入手
続きまで自律的に行う人工知能のことです。近年、この「買い物のデジタル代理人」は個人向け（B2C）から
企業向け（B2B）まで急速に進化しており、オンラインショッピングや調達プロセスに変革をもたらしていま
す。例えば、OpenAIのChatGPTにショッピング機能が搭載され、チャットで希望を伝えるだけで関連商品を
リストアップし、価格・レビュー情報とともに購入リンクまで提示することが可能になりました。企業の調
達分野でも、AIエージェントが複数のサプライヤーにまたがる価格交渉や契約締結を自動化し、大幅なコス
ト削減を実現しつつあります。本レポートでは、購買AIエージェントの定義と特徴、技術基盤、現在の市場動
向、導入事例、メリット・課題、将来の技術的展望、市場への影響、そして社会的な課題について、最新動
向を踏まえて詳細に分析します。

購買AIエージェントの概念と種類

購買AIエージェントとは、ユーザー（消費者や企業の購買担当者）の代理として最適な購買行動を自律的に
支援・実行するソフトウェアエージェントです。具体的には、AIがユーザーの希望や制約を理解し、関連する
商品やサービスを検索し、推薦し、必要に応じて価格交渉を行い、最終的に購入手続きまで進めることがで
きます。このような一連の購買プロセスを人間の代わりに担うため、「エージェントコマース」とも呼ばれて
います。実際、2023～2025年にかけてVisaやMastercardなどの大手決済企業がこの分野に参入し、AIエー
ジェントがユーザーに代わって商品を検索・レコメンドし、購入まで行う仕組みを自社プラットフォームに
組み込む動きを見せています。たとえばVisaは、このエージェントによる購買を「デジタルコマースの次のス
テップ」と位置づけ、食料品の注文や衣料品の購入など日常的な買い物タスクをAIに任せられる未来像を示
しています。

種類（B2CとB2B）: 購買AIエージェントには大きく分けて、消費者向け（B2C）と企業向け（B2B）の2種類
があります。B2C型は個人の買い物をサポートするもので、いわば「パーソナルショッパー」のような役割を
果たします。ユーザーがチャットや音声で「○○な商品が欲しい」と伝えると、AIが複数のECサイトやデー
タベースから該当商品を探し出し、仕様や価格を比較して最適な選択肢を提案し、その場で購入手続きまで
進めます。OpenAIのChatGPTに実装されたショッピング支援機能はその好例で、自然な言語で「一人暮らし
におすすめの冷蔵庫は？」と尋ねれば、関連商品が画像・価格・レビュー付きで一覧され、購入リンクまで
提示されます。従来はGoogle検索やECサイト間の行き来を何度も繰り返す必要があった作業が、ワンストッ
プの対話で完結する点で画期的です。一方、B2B型は企業の調達エージェントとして機能します。例えば製造
業の資材調達では、AIエージェントが複数の仕入先から見積もり（RFQ）や提案を収集し、納期・品質・コス
トを比較評価した上で最適なサプライヤーを選定し、価格交渉や発注まで自動化することが可能になりつつ
あります。Walmartでは10万社を超える取引先のうち下位20%程度の小規模サプライヤーとの契約条件が画
一的になりがちでしたが、AIエージェントによる一括自動交渉を導入し、人手では見過ごされていた「テール
エンド調達」で新たな価値を引き出したと報告されています。また、Pactum社のエージェントはFortune500
企業で何千件ものサプライヤー契約交渉を自律的に行い、両者にとってより良い契約条件を引き出すことで
累計数百万ドル規模のコスト削減を実現しています。

チャットボットやレコメンドシステムとの違い: 購買AIエージェントは、一見するとチャットボットや商品レ
コメンデーションシステムに似ていますが、その自律性と意思決定能力において大きく異なります。従来の
チャットボットはユーザーからの質問に回答したりFAQを案内したりする受動的な対話システムでした。また
レコメンドエンジンはユーザーの閲覧履歴などから関連商品を提示するものの、ユーザーの購買行動に直接
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介入することはありません。これに対し、購買AIエージェントは能動的かつゴール指向です。単なるQ&Aに留
まらず、ユーザーの購入という最終目標に向けて対話をリードし、必要なアクションを取ります。Bluecore
社のショッピングAI「alby」の事例では、同社CEOが「我々は受け身のチャットボットから、購入へ導く積
極的なショッピングコンパニオンへと進化している」と述べており、質問に答えるだけでなくユーザーの疑問
や不安を先回りして解消し、自信を持って購入できるよう導くことを目指しています。具体的には、エージェ
ントがユーザーの行動を記憶・文脈理解し、「以前このサイズを購入していますので今回もサイズMでよろし
いですか？」といった記憶に基づく提案を行ったり、在庫状況に応じて「在庫が残り少ないので早めの購入
がおすすめです」と積極的に働きかけることが可能です。また、従来のチャットボットが決められたシナリ
オから外れると対応できなかったのに対し、先進的なエージェントはLLM（大規模言語モデル）の導入に
よって柔軟な応答と創発的な問題解決が可能になっています。このように購買AIエージェントは、ルールベー
スで反応するだけの従来システムとは一線を画し、ユーザーの目的達成（購入）に向け自律的かつ横断的に
行動できる点が最大の違いです。

購買AIエージェントを支える技術基盤

購買AIエージェントの高度な機能は、近年発展した自然言語処理（NLP）や機械学習（ML）、特に大規模言
語モデル（LLM）などの基盤技術によって支えられています。以下では、主要な技術要素とそれが購買エー
ジェントの具体的機能にどう貢献しているかを解説します。

自然言語処理と言語モデル: ユーザーとの対話理解と生成には、GPT-4やPaLMといった大規模言語モ
デルが用いられます。これらは人間に近い文章理解力と応答生成能力を持ち、ユーザーのあいまいな
要求や複雑な質問にも柔軟に対応できます。高度なショッピングエージェントはテキストや音声での
問いかけ、さらには画像を含むマルチモーダルな入力にも対応し、自然で直感的な対話インター
フェースを実現しています。NVIDIAの分析によれば、強力なAIショッピングアシスタントはマルチ
モーダルに設計され、テキスト・画像・音声など様々な形態の入力をLLMやビジョンモデルで理解
し、複数商品の同時検索や、「この商品は防水ですか？」のようなコンテキスト付き質問にも答えら
れるといいます。LLMはまた推論エンジンとしての役割も果たし、ユーザーの要望から最適なアク
ションを判断したり、会話の文脈から次に提供すべき情報を論理的に決定することができます。

知識グラフとデータ統合: 購買エージェントは単に会話するだけでなく、膨大な商品データベースや
在庫情報、価格情報にアクセスして意思決定します。ChatGPTのショッピング機能の場合、ファッ
ションから日用品に至る複数のショッピングデータベースに接続し、ユーザーの過去の検索・対話履
歴も参照しながら、その人の興味・関心に合った提案を行います。例えば過去にアウトドア用品をよ
く検索していたユーザーには、旅行カバンよりも登山用バックパックを優先して薦める、といった
パーソナライズも可能です。このようにユーザープロファイルや購買履歴データを機械学習で分析
し、個々人に最適化された推薦や提案を生成する技術が使われています。また、商品カタログ情報や
レビュー、評価などもエージェントが参照する知識源となります。Bluecoreのプラットフォームで
は、小売企業の持つ商品カタログ、顧客レビュー、Q&Aデータなど膨大な情報をAIが取り込み、質問
に対して詳細かつ正確な商品説明や他商品との比較結果を返せるよう設計されています。こうした
データ統合により、エージェントは「この商品とよく比較される代替品は？」といった高度な問いに
も即座に答え、客観的な比較結果を提示できます。

ツール使用と外部システム連携: 購買AIエージェントは必要に応じて外部のAPIやWebサービスを呼び
出し、実世界に働きかけます。例えば、ECサイトの在庫・価格APIにアクセスして最新の在庫数や価
格を取得したり、ショッピングカートに商品を追加してチェックアウト処理を開始する、といった操
作です。Fluid  AIの例では、Shopifyとエージェントを連携させ、エージェントが在庫情報やカート情
報をリアルタイムで扱えるようにしています。これにより、ユーザーとの会話中に「この商品をカー
トに入れておきますね。次に進みますか？」といった具合に実際の購買操作を進めることができま
す。また、外部の価格比較サイトやクーポンサービスと連携して、他店の価格をチェックしたり割引
クーポンを自動適用することも技術的には可能です。OpenAIは将来的な構想として、小売業者側の最
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新在庫やセール情報をリアルタイムに取り込み、自動価格比較や交渉の支援まで行うことを挙げてい
ます。具体的には複数商品の価格推移を分析して「今すぐ買うべきか値下がりを待つべきか」を提案
したり、複数サイトの価格を横断比較して最安値を提示する、といった機能です。さらに将来的に
は、異なるAI同士が連携するマルチエージェントも想定されています。例えば、ユーザーの個人エー
ジェントがAppleやGoogleのエージェントともコミュニケーションを取りつつ、目的の商品の発見か
ら決済まで最適経路を導き出すといったシナリオです。

強化学習と自律行動: 価格交渉や最適化の文脈では、強化学習（RL）の技術も活用されます。AIエー
ジェントが価格交渉の「ゲーム」において報酬（例えば合意成立や割引額）を最大化するよう学習す
ることで、人間の交渉担当者に匹敵する戦略を身につける試みもあります。実際、企業向けの契約交
渉AIであるPactumは何千件もの実交渉データから学習した交渉モデルを持ち、サプライヤーとの対話
を進める中で条件を譲歩すべきポイントや主張すべきポイントを判断する交渉戦略アルゴリズムを搭
載しています。このようなエージェントは、自動車運転の自動化に例えれば「クルーズコントロー
ル」から「自動運転」へ進化する段階にあり、事前プログラムされたルールではなく経験に基づいて
自律的に意思決定できる点が特徴です。また、マルチエージェント同士の協調・競合を通じてより高
度な判断力を育てる研究も盛んです。複数のAIエージェントを競わせることで価格交渉やオークショ
ンの戦略を洗練させたり、逆に協調させることで需要予測から在庫補充まで一貫して最適化すると
いったアプローチです。例えば小売ECにおけるマルチエージェントAIでは、「検索担当AI」「プライ
シング担当AI」「在庫管理AI」など専門役割ごとのエージェントが並行動作し、互いに通信しながら
意思決定することで、単一AIでは処理しきれないリアルタイムかつ大規模な問題に対処できるように
なります。この分散型AIにより、価格の動的最適化と在庫調整、個別顧客へのパーソナライズされた
提案といった複数の課題を同時並行かつ協調的に解決することが可能となります。

以上のように、購買AIエージェントは最新のAI技術を複合的に組み合わせた総合知能システムと言えます。
NLP/LLMが対話と理解力を与え、機械学習が個人化と予測能力を支え、API連携が現実世界への作用を可能に
し、強化学習やマルチエージェント技術が高度な最適化や自律性を実現しています。それらの基盤の上に、
価格交渉の達人、商品選定の目利き、在庫管理の名人など様々なスキルを併せ持つ買い物のプロとしてAIエー
ジェントが構築されているのです。

現在の市場動向と主要プレイヤー

購買AIエージェント分野は、近年急速に注目を集めており、大手テクノロジー企業からスタートアップ、オー
プンソースコミュニティまで多様なプレイヤーが参入しています。

個人向け市場（B2C）: 消費者向けのショッピングエージェントは、Google・Amazon・Apple・
OpenAIといったテック大手が主導しています。例えばOpenAIは2025年4月にChatGPTへショッピン
グ支援機能を追加し、全ユーザーがファッションや家電などの商品検索・比較・購入リンク取得を
チャットで行えるようにしました。GoogleもChromeブラウザにおいて、AIがウェブ操作を引き継ぎ
商品購入や調査を行うプロジェクトを進めていると報じられており、ブラウザ上でユーザーに代わっ
てクリックや入力を行う高度なエージェント「Jarvis」の開発が注目されています（2024年時点の報
道）。Amazonは言うまでもなくAlexaを通じた音声ショッピングや、レコメンドの高度化にAIを活用
していますし、近日では生成AIによる商品説明の自動生成や検索最適化に着手しています。また
Appleも自社LLM「Apple GPT」の存在が報じられており、将来的にSiriなどへの統合を通じて音声で
の買い物エージェント機能を提供する可能性があります。

一方で、新興企業もユニークなソリューションを展開しています。Bluecore社の提供する「alby」は大手小
売ブランドに導入されているAIショッピングエージェントで、オンライン接客係としてサイト訪問客に商品を
対話形式で提案し購買転換を図ります。MearchやConstructorなども、ECサイト向けにチャットボット型の
ショッピング案内AIを提供するスタートアップです。また、日本発の例では、ZOZOTOWNがAI店員の実験を
行ったり、無人店舗でのAI案内役なども研究されています。Fluid AI（インド）やAddtoCart AI（米国）のよ
うに、Shopify等のECプラットフォームと組み合わせて「24時間働くAI店員」を実現するサービスも登場して
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います。さらに、VisaやMastercardといった決済企業も決済機能とエージェントの統合に乗り出しており、
VisaはAIエージェントによる購買を円滑にするAPIプログラムを開始、Mastercardも「Agent  Pay」というプ
ログラムでAIエージェントが安全に決済を実行できる仕組みを発表しました 。このようにB2C領域では、
プラットフォーマーから小売企業まで巻き込んだエコシステム構築が進んでいます。

企業向け市場（B2B）: 企業の調達・購買部門向けAIエージェントは、「購買プロセス自動化」ソ
リューションとして急速に広まりつつあります。従来から調達ソフトを提供してきたSAP  Aribaや
Coupaといった大手もAI機能を強化しており、IvaluaやZycusなどは生成AI搭載のバーチャルアシス
タントを製品に組み込んでいます。たとえばIvaluaの「IVA（Intelligent  Virtual  Assistant）」は契約
書の解析や支出データ更新などをチャット操作で支援し、ユーザー企業がノーコードで独自の生成AI
機能を拡張できるようにしています。また調達特化の新興企業として、Pactum（自主交渉エージェ
ント）、Procurement  AI（調達業務全般のAI）、Spendlove（支出分析AI）などが挙げられます。
Pactumは特に有名で、Walmartをはじめ複数のグローバル企業が導入し、契約交渉の自動化によっ
て取引先との交渉件数を飛躍的に拡大しています。Fortune500企業の中には、PactumのAIエージェ
ントで数千件のサプライヤー契約を同時並行に自動交渉し、双方にメリットのある条件を見出すこと
で数百万ドルのコスト削減とサプライヤー満足度向上を両立した例もあります。他にも、GEP SMART
やJaggaerといった調達プラットフォームがAIによる需要予測・発注最適化機能を提供し始めてお
り、IBMはMastercardと提携して業務自動化AI「watsonx Orchestrate」をエージェントコマース分野
に応用する取り組みを進めています。

オープンソースとコミュニティ: 開発者コミュニティでも、購買AIエージェントを構築するためのオー
プンソースプロジェクトやフレームワークが活発です。2023年に話題になったAuto-GPTやBabyAGI
といった実験的プロジェクトは、LLMに目標を与えるとウェブブラウジングやファイル操作などの一
連のタスクを自律的にこなす「汎用AIエージェント」の可能性を示しました。これらは購買タスク専
用ではないものの、与えられた目的（例えば「最安値で商品Xを購入せよ」）を達成するためにサブ
タスクを自律生成・実行するという点で、将来の購買AIエージェントの基盤になり得ます。また
LangChainやLlamaIndexといったオープンソースのエージェント開発フレームワークは、LLMに
ツール使用能力を付与することを容易にし、カスタムな購買エージェントの構築を後押ししていま
す。さらに、チャットボット構築で実績のあるRasa（オープンソースの対話AIフレームワーク）も、
対話中にAPI呼び出しやDB検索を行うようなエージェント的機能をサポートしています。オープン
ソースコミュニティからの知見共有は活発で、購買エージェントに関連するアルゴリズム公開や事例
報告も増えつつあります。例えば、Reddit上では「AI（マルチ）エージェントのマーケットプレイ
ス」についての議論が行われ、開発者同士でエージェントの共有・取引プラットフォームのアイデア
が提案されるなど、今後のエコシステムの広がりを感じさせます。

総じて、購買AIエージェント市場は群雄割拠の黎明期にあります。巨大企業のプラットフォーム戦略、専門ス
タートアップの革新的サービス、そしてオープンソースの下支えが相まって、競争と共創が進んでいる状況で
す。市場規模も年々拡大しており、「AIエージェント対応」を売りにしたサービスがEC・小売のみならず金
融、旅行、不動産など隣接領域にも波及し始めています。顧客企業側も先行してこの技術を取り入れること
で競争優位を得ようとする動きが強まっており、次章で述べるように具体的な導入事例が数多く生まれていま
す。

購入AIエージェントの導入事例

では、実際に購買AIエージェントが活用されている具体的なケーススタディをいくつか紹介します。個人のオ
ンラインショッピングから企業の資材調達まで、既に現実に成果を上げている事例が見られます。

ケーススタディ1：ECサイトにおける売上向上（B2C） –  米国大手デパートメントストアX社では、
Bluecore社のAIショッピングエージェント「alby」を導入しました。サイト訪問者が商品に関する質
問をチャットで尋ねると、albyが対話形式で適切な商品を薦め、サイズや在庫、レビュー情報なども
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会話の文脈に応じて提示します。その結果、ユーザーエンゲージメント（チャット経由でのアクショ
ン率）が従来比14倍に跳ね上がり、コンバージョン率も2倍に向上しました。同社ではAIエージェン
ト導入によってセッションあたり収益が2.15%向上したことが報告されており、これはEC業界では非
常に有意な改善です。このエージェントは、単なるFAQ回答ではなく「伴走型の販売員」として機能
し、ユーザーが迷いやすいポイントで先回りしてガイドしたり、関連商品のコーディネート提案や
セット割引のオファーまで行っています。例えばあるユーザーがチャットで「ネイビーのパーカーM
サイズ」を探すと、エージェントは3つの候補を提示し「一つは現在10%オフです。まずそれをご覧に
なりますか？」と質問します。ユーザーが「割引のものを見せて」と答えると、その商品の画像・価
格・レビュー・配達日を表示し「金曜までに届きます。他の2つも比較しますか、それともカートに入
れますか？」と促します。さらに「一緒によく買われるジョガーパンツと帽子がありますが、パンツ
も合わせるなら5%割引でいかがですか？」とアップセル提案を行い、ユーザーがパンツを追加する
と即座にカートを更新してチェックアウトを案内しました。この一連の対話はまさに熟練の販売員が
接客しているかのようであり、エージェントがリアルタイムに記憶・推論・ツール操作を駆使して購
買へ導いた好例と言えます。X社では導入数週間でROIが確認できる成果が出たため、チャネル拡大
（ウェブサイト以外にInstagram  DMやSMSなどでもエージェント応対）を図っており、チャット経由
の売上が急伸しています。

ケーススタディ2：大手企業の調達業務自動化（B2B） – 小売大手W社では、年間数十万点に及ぶ商品
仕入れ・間接材調達を行っていますが、サプライヤーの数が10万社以上に上るため、人手で全ての価
格交渉を行うのは現実的ではありませんでした。そこでW社は2022年にPactum社の調達AI交渉エー
ジェントを試験導入しました。このAIは、人間のバイヤーがあまり交渉に時間を割けていなかった
「テールエンド」（取引額の小さい多数のサプライヤー）約2万社との契約条件の見直しに投入され
ました。AIエージェントは各サプライヤーとの対話をオンラインで開始し、過去の取引データや市場
相場も参照しながら、割引率やリードタイム、支払条件などについて交渉を重ねました。その結果、
数千件の契約更新で平均3～5%のコスト削減を達成し、W社全体では数百万ドル規模のコスト圧縮に
つながったと報告されています。また驚くべきことに、交渉に参加したサプライヤー側の90%近くが
「AIとの交渉は容易で満足できるものだった」と回答し、人間相手よりも好意的に捉えられたので
す。Veritiv社（米国の物流企業）CCOの談話によれば、「このAIは最も簡単な交渉相手だった、とい
う声が少なくない。小規模サプライヤーとの間で、こちらのビジネス成長に役立つ提案を引き出すよ
うな対話も生まれた」とのことで、単に値下げを押し付けるのではなく双方の利益を考慮する調整役
として機能したことがうかがえます。現在W社では対象サプライヤー範囲をさらに広げるとともに、
契約書レビューAIや発注提案AIなど他の調達業務へのAIエージェント適用も進めており、包括的な調
達DX（デジタルトランスフォーメーション）を推進しています。実際、調達全般でAIを活用する企業
では、ソーシングサイクル（見積取得から発注までのリードタイム）が最大40%短縮されたとの報告
もあり 、W社の事例はその先進的な実証と言えるでしょう。

ケーススタディ3：一般消費者の日常購買支援 –  個人ユーザー向けAIエージェントのユースケースとし
て、OpenAIのChatGPTショッピング機能を活用した事例を紹介します。例えば、とある共働き家庭の
Aさんは食料品や生活用品の買い出しに常に時間を取られていました。そこでAさんはChatGPTに「毎
週使う日用品をできるだけ安くまとめ買いしたい。予算は1万円」と依頼しました。AIエージェントは
Aさんの最近の購入履歴や好みのブランドを把握しているため、まず必要となりそうな品目のリスト
（米、洗剤、トイレットペーパー等）を提示しました。続いてそれぞれについて複数のECサイトの価
格をクロールし、「本日中ならAmazonで◯◯がタイムセールで20%オフ。米は楽天市場のショップ
Xが最安。ただし5kg入りのみ。」といった詳細な提案を行いました。さらに「全てカートに入れてよ
ろしいですか？5店舗に分かれますが合計8,950円、ポイント還元を考慮すると実質8,500円です」と
最終確認を促し、了承すると各サイトのAPI経由で代行購入手続きを完了させました（デモ的実
験）。このように、個人のルーチン的な買い物でもAIエージェントが複数サービスを横断して最安・
最速の組み合わせを見つけ出し、自動注文まで行えることが示されました。実際のサービスでは安全
のため最終確認や支払認証をユーザーに求める設計になっていますが、ユーザーから見れば「まとめ
買いお願い」と言うだけで煩雑な比較・購入作業が完了する点で、日常生活の時短に大いに貢献し得
ます。Salesforceの調査では消費者の66%が「品切れ前に人気商品を確保するためAIエージェントを
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使いたい」と関心を示したとのデータもあり、在庫変動の激しいゲーム機や限定商品などの購入でも
AIエージェントが活躍する可能性があります。例えばPS5の新型発売時に、エージェントが各通販サ
イトを常時監視し、在庫が復活した瞬間に自動で注文を入れる――そんな使い方も想定されます。こ
れらはまだ一般化した事例ではないものの、技術的には十分可能であり、多忙な消費者や高齢者の買
い物支援、転売ボット対策など様々な観点で注目されています。

以上のように、購買AIエージェントはECマーケティングの前線から企業購買の裏方まで幅広く実用化が進ん
でいます。導入企業はいずれも、効率向上や売上増加といった明確なKPI改善を報告しており、まだパイロッ
ト段階のケースも含めその効果は着実に現れつつあります。

現在の利点と限界

利用によるメリット（利点）

購買AIエージェントの導入は、消費者・企業双方に以下のような大きなメリットをもたらします。

時間と手間の大幅な削減: 消費者にとって、従来のオンライン購買は「検索～比較～購入」に多大な認
知的負荷と時間を要するプロセスでした。ある調査では、オンラインでの購買体験に75%の人が「ス
トレスを感じる」と答え、その主因は選択肢過多による判断疲れだと報告されています。AIエージェ
ントはこの負荷を劇的に軽減します。探し回ったり悩んだりする代わりに、ユーザーは希望を伝える
だけでエージェントが最適解を持ってきてくれるからです。「検索して、比較して、選ぶ」という従
来の購買行動は、「AIに話しかけて、任せて、最後に確認する」に変わりつつあります。例えば
ChatGPTのショッピング機能は、複数サイトを行き来する何十分もの作業が1回の対話で完結する未
来型体験を実現しました。企業側でも、AIが24時間自動で見積取得や在庫発注をしてくれれば、担当
者はルーチンワークから解放され戦略業務に時間を振り向けられます。実際、AI導入企業では購買サ
イクル短縮や人的工数の大幅削減が確認されています 。

コストの削減と収益の向上: エージェントは最安値やお得な組み合わせを見つけ出すのが得意です。消
費者側では予算内で最適な買い物を提案してくれるため無駄遣いが減り、企業側ではAI交渉により仕
入価格を下げられる効果があります。前述のW社のように交渉エージェントで数%のコストカットを
実現した例や、調達AI全般で平均5-10%の購買コスト圧縮を報告する調査もあります。また売上面で
も、ECサイトのAI接客によりコンバージョン率が2倍になるなどトップラインの増加につながるケー
スが出ています。AIエージェントはアップセル・クロスセルも巧みに行えるため、一人当たり購入額
（客単価）の向上やカート放棄率の低減にも寄与します。あるファッションECでは、AIエージェント
導入後に平均注文額が25%上昇し、セット購入の比率が増えたとの報告もあります（組み合わせ提案
が功を奏したため）。

パーソナライズされた体験: AIエージェントはユーザー個々の嗜好や状況に合わせたきめ細かな対応が
可能です。たとえば家庭の冷蔵庫を探す場合、家族構成やこれまで使っていた容量などを考慮して
「○○さんのご家庭にはこのサイズが適切です」と勧めてくれたり、予算やデザインの好みも踏まえ
てオーダーメイドの提案をします。また、ユーザーが過去に購入したものを踏まえ「以前買ったプリ
ンタに合うインクはこちらです」と教えてくれるなど、完璧な記憶力でリコメンデーションしてくれ
ます。このような個別最適化により、ユーザー満足度の向上やブランドロイヤルティ強化が期待でき
ます。実際、エージェントによる対話型提案は「まるで専属コンシェルジュがついたようだ」と評価
されることも多く、ある男性アパレルECではAIスタイリストがサイズ・好みに合ったコーディネート
を提案したところ、顧客エンゲージメントが14倍に高まりました。

24/7稼働と即応性: AIエージェントは人間と違い休憩も夜眠ることもないため、24時間365日リアル
タイム対応できます。深夜でも早朝でもユーザーを待たせず問い合わせに答え、ニーズがあれば即購
入まで完了させます。企業の調達では、時差のある海外サプライヤーとも自動で交渉を進めることが
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でき、調達リードタイム短縮につながります。また大規模なイベント時（ブラックフライデーなど）
の急激なアクセス増加にもエージェントはスケールしやすく、ピーク時の取りこぼしを減らせます。
Amazonの報告では、AIによる検索最適化で検索速度が向上し同時にコストが73%削減されたといい
ます 。これもAIが高速に処理を行える強みの一端でしょう。

意思決定の客観化・合理化: エージェントはデータに基づき論理的に判断するため、人間の主観や感
情に左右されにくい利点があります。消費者はつい口コミの印象やブランドイメージに引っ張られが
ちですが、AIはスペックや長期コストなどハードな指標を総合評価して最善策を提示します。例えば
「あるブランドが好きだが10%以内の価格差なら他社製でもいい」という条件を与えれば、AIは定量
的に計算し条件に合う提案だけをしてくれます。企業調達でも、担当者の経験や勘に頼るのではな
く、AIが定量データ（価格、品質スコア、リスク指標など）に基づいてサプライヤー比較するため、
より透明で公正な選定が可能になります。このように購買判断のプロセスに客観性が増すことで、納
得感のある買い物・調達が実現すると期待されています。

以上が主なメリットですが、まとめれば「早い・安い・巧い」購買を誰にでも可能にするのがAIエージェン
トの価値と言えます。消費者にとっては時短と満足度向上、企業にとっては効率化とコスト削減という、
Win-Winの成果が得られる点で非常に魅力的なテクノロジーです。

現時点での限界や課題

一方で、購買AIエージェントはまだ発展途上の技術であり、現時点では以下のような限界や課題も指摘されて
います。

応答精度・意思決定の信頼性: 大規模言語モデルを用いるエージェントは流暢に回答できる反面、事
実と異なる回答（幻覚）を返すリスクがあります。例えば商品スペックを誤って伝えたり、在庫がな
いのに薦めてしまうケースがゼロではありません。また、価格交渉では人間の暗黙知（ビジネスマ
ナーや文化的ニュアンス）を完全に再現できず、不適切な提案をする恐れもあります。現状、多くの
エージェントは「人間の監督下（Human in the Loop）」で運用されており、最終的な判断や重要な
承認は人間が行う仕組みになっています。Ivalua社も「調達には熟練の専門家が依然必要であり、AI
の出した示唆を評価・修正する人間の関与が欠かせない」と述べています。したがって、エージェン
トの自律性には現状あえてガードレール（制限）が設けられており、完全に自由に取引させる段階に
は至っていません。

データ・プライバシーとセキュリティ: 購買エージェントはユーザーの購買履歴や嗜好といった個人
データ、企業の機密情報（原価や取引条件）などセンシティブなデータを扱います。このため、その
データ管理とプライバシー保護が大きな課題です。無料版ChatGPTのような外部サービスに機密情報
を入力すると漏洩の危険があるため、多くの企業はエンタープライズ向けの有償プランやオンプレミ
ス版を利用してガードを固めています。またEUのGDPRなど各種プライバシー規制への準拠も必須
で、例えばChatGPTショッピング機能では一部地域（欧州など）でパーソナライズ機能をオフにする
対応が取られています。さらに、エージェント同士や外部システムと連携する際のセキュリティリス
クも無視できません。マルチエージェント環境では、一部のエージェントが悪意ある入力を受けると
他のエージェントにまで誤情報が伝播し被害が増幅する、といった新種の攻撃シナリオも指摘されて
います。実際に、メール読み取りAIと財務AIが連携しているケースで、メールAIに送り込まれた不正な
指示（プロンプトインジェクション）が財務AIの意思決定を乗っ取るという攻撃実証も報告されまし
た。このようにサイバーセキュリティ面での対策（通信の暗号化、認証、外部接続の制限、攻撃検知
など）が今後ますます重要になります。

バイアスと倫理の問題: AIエージェントは学習データに由来するバイアス（偏り）を内在している可能
性があります。例えばトレーニングデータの傾向で特定ブランドを過剰に好んだり、男女で異なる商
品を提案しがちといった癖が生じる恐れがあります。Infosysによると、AIエージェントのバイアスが
不公平な結果（特定の人々や事業者に不利益な扱い）を招くリスクがあり、設計段階からの対策が必
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要だと指摘されています。また、アルゴリズムが中立を装いながら特定企業と提携してユーザーを誘
導するようなステルスマーケティングの懸念もあります（エージェントがどのようにおすすめ商品を
決めているか透明性が低い場合）。このため、AIが提示する結果や根拠について説明可能性
（Explainability）を確保し、ユーザーや監督者が納得できるようにすることが求められています。
さらに、エージェントが自律的に行動することで生じる責任の所在も倫理上の論点です。もしAIが
誤った購入をして損害が出た場合、それは開発者・提供者・使用者の誰の責任なのか明確でない部分
があります（後述の法規制の課題に関連）。

導入コストとレガシーシステムとの統合: 最先端のAIエージェント導入にはコストもかかります。高性
能なモデルへのアクセス料金やカスタマイズ費用、既存システムとの連携開発、担当者のトレーニン
グなどの初期投資が中小企業には負担となり得ます。また古い基幹システム（レガシーERP等）を
使っている場合、API連携が難しくAIの効果を十分発揮できないケースもあります。このため、一部で
は効果を検証するためのパイロットプロジェクトから始め、小さく導入・結果を見てから拡大するア
プローチが推奨されています。実際、AI導入企業の多くはまず限定されたプロセスで試行し、データ
品質や運用フローの課題洗い出しを経て段階的に適用範囲を広げています。また人的側面でも、現場
の調達担当者や販売員がAIを敵視せず協働できる体制づくりが重要です。社内教育や受け入れ促進も
含め、ただ技術を入れれば良いというものではない点も現状の課題と言えるでしょう。

このように、現時点では「便利さ」と「不安」の両面が存在します。とはいえ、多くの課題は技術の成熟と
適切なガバナンスによって解決可能であり、企業も組織横断で対策検討を始めています。例えばデータガバナ
ンスを強化し品質・セキュリティを確保する、パイロットで効果とリスクを検証してから拡大する、人間の
関与範囲を明確化する、といったベストプラクティスが提唱されています。こうした課題克服の取り組みを
経て、次章で述べるようなより高度なエージェントの実現へとつながっていくでしょう。

将来の技術的展望

購買AIエージェントは今後さらに進化し、現在は限定的だった自律性や協調性が飛躍的に高まると予想され
ます。ここでは将来考えられる技術的な進歩と新機能について展望します。

完全自律型エージェントへの発展: 現状、人間の確認や介入が必要だった部分が徐々に解消され、
エージェントが端から端まで自律的に購買プロセスを完結できるようになるでしょう。これは「自律
走行車」でいうレベル4～5に近く、ユーザーは目的や制約条件だけ伝えれば、あとはAIが最適解を実
行してくれる世界です。例えば日用品の定期購入では、AIが在庫残量や消費ペースをモニタリング
し、ユーザーに伺いを立てることなく必要なタイミングで自動発注する、といったことが一般化する
かもしれません。LinkedInのPaul  Accornero氏は「今日のサブスク購買（例:  定期おトク便）はその
前触れに過ぎず、次の進化では特定ベンダーに固定されない、より洗練された予測購買が登場する」
と述べています。まさに「使い終わる前にAIが補充してくれる」世界であり、ユーザーは気付かない
うちに必要なものが届くようになるでしょう。

プロアクティブな提案・介入: 未来のエージェントはユーザーが気付いていないニーズすら先読みして
提案してくれるでしょう。たとえば車検が近づけば必要な整備や保険更新を薦め、季節の変わり目に
は衣替え需要を予測してセール情報を知らせる、といった具合です。Amazon Alexaの一部には、買い
忘れを通知する「Proactive  Recommendations」の実験もあります。さらに進めば、AI同士がカレン
ダーやヘルスデータとも連携し、「来月友人の結婚式があるから新しいスーツを用意しましょう
か？」といったライフイベントに基づく提案も可能でしょう。Accornero氏は「エージェント時代で
はマーケティングの重心が説得（Persuasion）の時代から実証（Proof）の時代へ移る」としてお
り、ユーザーに広告で欲求喚起するのではなく、AIがユーザーの本質的ニーズを察知し必要なデータ
を提示して納得させる形に変わると指摘しています。その結果、ユーザーは漠然と商品を探すのでは
なく「AIが進言してくれた物だから間違いないだろう」と信頼に基づき購入判断するようになるで
しょう。

• 

• 

• 
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マルチエージェントシステムによる協調動作: 将来は一つのAIが何でもこなすのではなく、複数の専門
AIがチームを組んで協調する姿が一般的になると考えられます。前述した「エージェンティック・イ
ンターネット」の構想では、検索エンジン的役割のエージェント、価格交渉のエージェント、物流最
適化のエージェントなどが連携し、消費者の意思決定から購入後のフォロー（配送追跡やリコール対
応など）までシームレスにこなす世界が描かれています。例えば、技術に詳しい叔父さんAI・値引き
上手な友人AI・物流に強い兄AIという3人分の知恵を同時に借りられるようなものです。Experro社も
「単一エージェントが一度に1タスク処理する時代から、各役割に特化した多数のエージェントが並
列的かつ対話的に動く時代へ移行する」と述べており、その利点としてスケーラビリティ（負荷分
散）、柔軟性（動的適応）、高信頼性（一部故障時の他エージェント代替）などを挙げています

。技術的課題は、異なるAI同士が共通言語で通信し誤解なく連携できるようなプロトコル標準化
ですが、OpenAIが提唱する「Function calling（機能呼び出し）」やGoogleの「Duet AI」など、部分
的な取り組みが進みつつあります。また各社がバラバラにエージェントを出すだけでなく、相互運用
性を持たせることも検討されています（例：将来AppleのエージェントとGoogleのエージェントが自
動でやり取りして、ユーザーに最適なソリューションを提供する）。

高度なパーソナライゼーションとユーザー理解: 現在でも個人の嗜好学習は行われていますが、将来の
AIはさらにユーザーの深層ニーズや価値観まで理解して提案してくれるでしょう。例えば環境意識の
高いユーザーにはカーボンフットプリントを計算して最もサステナブルな商品を薦めたり、健康志向
の人には栄養情報や他の購入品との組み合わせ効果まで踏まえて食品を提案する、といった具合で
す。Accornero氏は「もしブランドが持続可能性を売りにするなら、そのサプライチェーン倫理や環
境への影響データをAIが読める形で提供しなければならない」と述べており、AIがブランドの掲げる
価値を定量評価しユーザーの価値観とマッチさせるようになると示唆しています。ユーザー側もエー
ジェントに対し自身の優先順位（例：値段より品質重視、動物実験なしコスメのみ、など）を細かく
設定できるようになり、AIはそれを忠実に反映した結果だけを持ってくるでしょう。まさに「ユー
ザーの分身」とも言える高度パーソナライズが実現すれば、エージェントからの提案は他人には最適
でなくとも自分にはベスト、という状態になります。加えて、感情認識や嗜好の微妙な変化検知など
も進み、ユーザーのフィードバック（明示的な評価だけでなく表情・音声トーンなど）から満足度を
学習して提案を洗練させていくでしょう。

リアルとバーチャルの統合: 将来の購買エージェントはオンラインだけでなく実店舗での体験とも連
携する可能性があります。スマートグラスやスマホを通じてAR（拡張現実）機能と結びつき、店頭の
商品棚を見ればエージェントがその場でレビュー評価や適正価格を表示したり、家の部屋を写せば家
具の配置シミュレーションを見せてくれる、といったリアルタイムアシストも考えられます。既に
NVIDIAの技術デモでは、バーチャル試着で服やアクセサリをリアルタイム表示するAIショッピングア
シスタントが紹介されています。将来は自宅の鏡にAIエージェントが内蔵され、服を着た自分を映す
とその場で「この服にはこの靴が合います。購入しますか？」と教えてくれるかもしれません。ま
た、IoT家電やスマート冷蔵庫がエージェントと連携し、家の中の在庫を常に監視して必要なものを補
充したり、料理を始めると自動で足りない材料を発注する、といった生活インフラ化も十分ありえま
す。購買エージェントが単体のアプリではなく、生活環境に溶け込んだユビキタスな存在になる未来
です。

企業側AIとの協調進化: 消費者側のエージェントだけでなく、企業側にも販売エージェントや在庫エー
ジェントが存在する時代が来ると予測されます。Distribution  Strategy  Groupの指摘では「近い将
来、顧客のAI購買エージェントが企業のAI販売エージェントと直接やり取りし、最適な取引先を瞬時
に決めて発注するようになる」とされます。このビジョンでは、企業は自社の製品カタログや価格情
報をAI販売エージェントに公開し、購入側AIがそれらを自動比較して最も条件の良い取引を選ぶよう
になります。おそらく購買と販売のAI同士がミリ秒単位で交渉し、お互い許容できる条件点で合意す
る、という超高速商取引が実現するでしょう。こうしたAI対AIの商談では、人間の営業担当やバイ
ヤーは原則介入せず、データとアルゴリズムに基づく合理的決定がなされます。数年以内に実例が現
れ、2～3年もすれば一般化するとの予測もあります。その先には、企業が大口顧客毎に専属の販売AI
エージェントを配備し、各顧客の購買パターンや希望条件を学習して先回り提案するような高度なカ

• 
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スタマイズ営業も見えてきます。将来のある日、ある企業の購買AIが必要な資材を自動検知すると、
即座に取引先候補の販売AIたちと対話を開始し、数秒後にはベストな条件のオファーを提示してくる
――そんな世界が到来するかもしれません。

以上のように、技術の進歩によって購買AIエージェントはより賢く、より自律的に、そして相互連携しながら
進化していくと考えられます。Ivaluaの予測では「次のイノベーションの波はエージェントAIが牽引し、ほぼ
人手介入なしで調達プロセス全体を管理できるシステムが登場する」とされています。それでも人間が完全に
不要になるわけではなく、人間は目標設定や倫理的判断、クリエイティブな発想といった領域に専念し、
日々の煩雑な購買オペレーションはAIに任せる形で役割分担が進むでしょう。技術的視座からは楽観的展望
が多く描けますが、その一方で次に述べるような市場・経済へのインパクトや社会的課題への目配りも必要
となります。

将来の市場・経済への影響

購買AIエージェントの普及は、小売・マーケティング・サプライチェーン・消費者行動など幅広い分野に破壊
的（ディスラプティブ）な影響を与えると考えられています。また、市場規模自体も大きく拡大することが予
想されています。本章ではその展望を示します。

市場規模の成長予測: 現在は黎明期にある購買AIエージェント市場ですが、今後10年で飛躍的成長が見込まれ
ています。調達AI分野に限っても、2023年時点19億ドル規模だった市場が2033年には226億ドル規模（年平
均成長率28.1%）に達すると予測されています。B2Cのショッピングエージェント市場も含めればさらに巨大
で、金融大手の試算では2030年までに世界のオンライン購買の30%以上が何らかのAIエージェント経由で行
われるとの見方もあります。またCognizantの調査によれば、2030年までに購買行動の55%以上がAI志向の
消費者によって主導されるとされ、AIを積極活用する「アルゴリズム消費者」がマジョリティになる時代が目
前に迫っています。この変化は徐々にではなくある臨界点から一気に加速的に起こる可能性があります。企業
側もこの波に乗り遅れまいと動いており、KPMGの調査では2025年初頭時点で65%の組織がAIエージェント
の試験運用を行っていると報告されています（前年の37%から大幅増加）。これらは市場の立ち上がり局面
にあることを示唆しており、ユーザー体験や業務効率の改善幅が実証され次第、導入率が指数関数的に伸び
ていくと考えられます。

小売・ECへのインパクト: エージェントの普及は、小売業やECサイトのビジネスモデルに大きな再編を迫る
でしょう。まず、消費者が自分のAIエージェントを通じて買い物するようになると、従来のように魅力的な店
舗デザインや広告コピーで購買意欲を刺激する戦術が効きにくくなります。Accornero氏が述べるように「新
しい顧客（AIエージェント）は有名人の宣伝や感情に訴えるCMに心を動かされることはなく、完璧な記憶と
論理で動く」ため、マーケティングは人間心理よりアルゴリズムに訴求する方向へとシフトします。具体的に
は、検索エンジン最適化（SEO）に代わりAIエージェント最適化（AEO）が重要になります。商品データを機
械可読な形で整備し、エージェントが理解・評価しやすい指標（品質スコアやエシカル指数など）を提示で
きる企業が選ばれるようになるでしょう。例えば、あるブランドが「環境に優しい」を売りにするなら、そ
の温室効果ガス排出量データやサプライチェーンの透明性をAIが読めるよう提供しなければ、エージェント
から評価されず顧客に推薦してもらえないかもしれません。また、エージェントはユーザーにとってベストな
選択を中立的立場で探すため、プラットフォームへのロイヤリティが低下する可能性があります。現在は「と
りあえずAmazonで探す」という消費者も多いですが、エージェントが複数サイトを横断してより良い条件を
見つけてしまえば、ユーザーは特定のECサイトに拘らなくなるでしょう。その結果、Amazonや楽天などプ
ラットフォーム側はエージェントにデータを開放し、自社が持つ在庫・物流ネットワークの利便性をエー
ジェント経由でも発揮する戦略を取ると考えられます。逆にデータを囲い込む企業は、エージェントから無
視され「存在しないも同然」になるリスクがあります。実店舗においても、エージェント活用で消費者が目的
買いしかしなくなれば衝動買いや関連買いが減り、従来の陳列・販売促進の手法を見直す必要が出てくるで
しょう。一方で企業にとってチャンスもあります。AIエージェント活用で在庫管理や需要予測が高度化し、売
り切れ・過剰在庫といったロスが減る可能性があります。消費者の購入タイミングを予測して先回り生産・
配送すれば、サプライチェーン全体の効率が上がり、欠品で機会損失することも減るでしょう。さらに、AI
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エージェント同士が自動マッチングすることでマーケットプレイスの概念が変わるかもしれません。将来
は、人間がECサイトで検索する代わりに、自分のAIが商品エージェントの集合体（ある種のB2B2C取引所）
に問い合わせて最適な取引を引き出すようになると考えられます。その場合、従来の「ECサイトを訪れて購
入する」という流れは消え、裏でAI同士が取引をまとめ、人間は最後に承認ボタンを押すだけ、という形に
なるでしょう。World  Economic  Forumも「検索バーや無限スクロールといったお馴染みの仕組みは姿を消
し、消費者は専属のデジタルコンシェルジュ（AI）を持ち、企業側のAIと連携しながら購入プロセスを進める
時代が始まろうとしている」と述べています。

マーケティング・広告への影響: 前述の通り、マーケティングは人間消費者だけでなくAI消費者（代理人）を
意識せねばならなくなります。ブランド確立や感情訴求だけでは不十分で、AIが理解できる「証拠（デー
タ）」を提供することが必須です。例えば広告も、人間に向けて華美な映像を流すより、AIの評価システムに
良い点数を取るための裏付けデータを用意することに注力する企業が出てくるでしょう。ウェブ上のトラッ
キング広告も、AIエージェントがユーザー代理でブラウジングする時代には効果が激減する可能性がありま
す。むしろ各社は自社の製品データを構造化し、AIに拾われやすく整備する（例: schema.org形式で品質やレ
ビュー点数をマークアップする等）ことが競争ポイントになります。また、価格戦略もよりダイナミックプ
ライシングに傾斜するでしょう。高度な消費者AIは常に価格監視し最安を狙うため、企業側AIも需要予測と在
庫状況で機敏に値付けを変えざるを得ません。その結果、価格は人間が介在しないアルゴリズム間の攻防で
刻々と変動する市場となり、極端な例では「ユーザー毎に異なるリアルタイム価格」が提示されることも考
えられます。これは一種の価格差別ですが、AI同士の合意で決まるため人間にはブラックボックスになりがち
です。マーケティング部門や収益管理部門は、そうした自動価格競争に対する監督と戦略設計が新たな仕事
になるかもしれません。

サプライチェーン・調達への影響: 企業の調達現場では、AIエージェントが普及すると取引構造が変わりま
す。前述のように、多数の調達・販売交渉が自動化されれば、購買担当者と営業担当者の接触は必要最小限
になり、ルーチン的な交渉コストが激減します。それにより、企業間取引はより頻繁かつ細かな単位で見直さ
れ、市場価格に近い水準へ収斂する傾向が強まるでしょう。逆に言えば、人間同士の付き合いや長年の信用
といったソフトな要素の影響力が減少し、データと実績で評価される厳格な取引関係になる可能性がありま
す。これは新規参入者にチャンスでもあり、良い製品・条件を提示できればAIが公平に選んでくれるため、従
来入り込めなかった大企業の取引先に食い込めるかもしれません。一方で、AI同士が常に最安・最適を追求
するため、市場価格が極限まで低く抑えられ収益率の低下を招く懸念もあります。特に中小サプライヤーに
とっては過酷な競争環境になり得ます。また、サプライチェーン全体がAI管理化すると、在庫水準もギリギリ
まで削減され効率は上がりますが、その反面ショック耐性が下がるリスクもあります。AIが合理的と判断して
最適化した結果、何らかの予期せぬ事態（パンデミックや天変地異など）が起きた際に脆弱になる可能性も
あり、サプライチェーン・リスクマネジメントとの兼ね合いが重要になるでしょう。もっと先には、複数企
業のAIが水平連携してサプライチェーン全体で最適化を図るというビジョンもあります。例えばメーカーと部
品サプライヤーが互いの在庫・需要情報をAI同士で共有し、生産計画と調達をリアルタイム調整する、と
いった協調ができれば無駄のない供給網が築けます。ただこの領域は企業間のデータ共有というハードルが
あるため、当面は難しいかもしれません。

消費者行動への影響: AIエージェントが一般化すると、消費者の購買行動・意思決定プロセス自体が変容しま
す。多くの人にとって買い物は趣味的な楽しみでもありましたが、将来は日常必需品の調達はすべてAI任せに
し、ユーザー自身はあまり関与しなくなる可能性があります。「買い物に行く」「通販サイトで探す」とい
う行為が減り、「AIにお願いする」が当たり前になると、人々の消費に対する意識も希薄化するかもしれませ
ん。一方で、自分のこだわりの分野（ファッションやガジェットなど）では、AIと対話しながら能動的に商
品発掘を楽しむという新しいスタイルも考えられます。まるでパーソナルショッパーと会話して選ぶ感覚が
誰にでも得られるため、従来は敬遠していた分野の買い物にも挑戦しやすくなるかもしれません。例えば初
心者にはハードルが高かった高級ワイン選びも、AIソムリエが付き添えば安心してチャレンジできる、といっ
た具合です。さらに、AIエージェント同士がユーザーグループの購買を代理集約する動きもあり得ます（例え
ば近隣住民のAI同士が協調してまとめ買い割引を勝ち取る等）。消費者がまとまって行動する「消費者組合」
のAI版のようなことが起これば、小売企業にとっては新たなチャレンジとなるでしょう。また、購買行動の
データがますます詳細に蓄積されるため、消費トレンドの変化がより早く可視化され市場に反映されるよう
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になります。企業はリアルタイムに需要変化を捉え商品開発やプロモーションに活かせる半面、消費者の気
まぐれにもすぐ晒されるため、常にイノベーションを怠らない姿勢が求められます。総じて、消費者行動は
「AIと二人三脚で意思決定する時代」へ突入し、人々はより合理的かつ効率的な購買を享受しながら、それ
を当然視するようになるでしょう。企業はその前提で顧客体験を再設計し、新たな価値提供法を模索する必
要があります。

このように、購買AIエージェントの普及は市場のゲームルールを塗り替えるポテンシャルを秘めています。変
化のスピードは技術の成熟や消費者の受容度によりますが、一度大きな流れができればドミノ倒し的に既存
モデルが破壊され、新たなエコシステムが形成されるでしょう。生き残る企業はこの潮流を見越して先手を
打つところであり、Accornero氏の言葉を借りれば「このシフトに備えない企業は次世代の購買者（AI）から
見て「存在しないも同然」になってしまう」と言えます。逆に言えば、今からデータ整備やAI連携戦略を練っ
ておく企業こそが次の10年のリーダーになり得るでしょう。

将来的な課題と社会的影響

購買AIエージェントの普及に伴い、新たに浮上する課題や社会への影響にも目を向ける必要があります。技術
の進歩は多くの恩恵をもたらす一方で、規制や倫理、雇用、競争環境など様々な側面で調整すべき問題が出
てくるでしょう。

法規制とガバナンスの必要性: エージェントが自律的に取引を行う世界では、法律や規制の枠組みをアップ
デートする必要があります。例えば、AIエージェントがユーザーに代わって契約を締結した場合、その契約の
法的有効性や責任の所在を明確にしなければなりません。米国では既に「企業は自社のAIエージェントが顧
客にした約束に法的責任を負う」との判例も出始めています。これは裏を返せば、消費者側のAIエージェント
についても、その行為がユーザー本人の意思と見なされ契約拘束力を持つ可能性を意味します。そうなると、
AIが誤って高額商品を買ってしまった場合でもユーザーに支払い義務が生じるのか、など新たな論点が生じま
す。また、エージェント同士が価格を調整する行為は、人間がやればカルテル（価格共謀）になりますが、AI
の場合どこまで許容されるのかといった独占禁止法上の課題も議論されています。さらに、消費者を守る観
点からは、AIエージェントがユーザーに不利益な判断をしないよう透明性と説明責任を持たせる規制（例：
アルゴリズムがどう提案を決めたか説明する義務）が検討されるでしょう。EUではAI規則（AI Act）の中で、
高リスクAIシステムに対し説明可能性や人的監督を求める方針が打ち出されており、購買エージェントも対象
になる可能性があります。また、Mastercardの「Agent  Pay」はエージェントが支払いを実行する前に必ず
ユーザー認証（生体認証など）を入れる仕様にしており、こうした取引前の最終確認義務が業界標準になる
かもしれません。政府や国際機関も近未来に備え、エージェント利用に関するガイドライン策定や消費者保
護ルールの整備を進める必要があるでしょう。

データプライバシーとセキュリティ（再考）: 現在の課題でも触れましたが、将来はさらに大量かつ詳細な個
人データがエージェントによって処理されます。購買嗜好だけでなく、ライフログ全般（健康データ、位置情
報、交友関係など）までエージェントがアクセスするようになると、プライバシー侵害の危険性も高まりま
す。エージェントが便利なデジタル執事になる反面、その執事に人生のすべてを見られてしまうリスクとも表
裏一体です。悪意ある攻撃者にエージェントを乗っ取られれば、財布のひもも明け渡すのと同義になりかね
ません。したがって、サイバーセキュリティ対策を個人レベルでも意識する必要があります。例えて言えば、
フィッシング詐欺メールを人間が見分けるのが難しかったように、AIエージェントへの不正指令（プロンプト
注入攻撃など）をユーザーが完全に防ぐのは容易ではありません。ゆえに技術的防御策（エージェントに安
全な通信と検証メカニズムを組み込む等）とともに、利用者教育も重要になります。極端な話、将来は「あ
なたのAIを守るためのウイルス対策」のようなサービスが登場する可能性もあります。また、データプライバ
シーについてはデータ権（Data  Rights）の概念が一層問われます。消費者の購買データは今以上に価値を持
ち企業に利用されるでしょうが、それを本人がコントロールし適切な対価を得られる仕組みが望まれます。
例えば、自分のエージェント活動データを広告に使わせる代わりに報酬を受け取る、といったデータ取引市
場ができるかもしれません。しかしその実現には法整備と社会的合意が必要です。要するに、「便利さ」と
「プライバシー」のバランスをどうとるかが将来ますます難しい課題となるでしょう。
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雇用への影響: 購買AIエージェントが普及すると、人間の職務範囲にも変化が訪れます。まず考えられるの
は、小売業の販売員やコールセンタースタッフ、企業の購買担当者などの仕事が一部自動化されることです。
エージェントが顧客対応や発注業務を肩代わりすれば、従来それに従事していた人手は削減される可能性が
あります。ただし、完全になくなるというよりは役割のシフトが起きると考えられます。Accornero氏も「AI
エージェントが台頭しても、人間マーケターや営業が不要になるわけではなく、その役割はより戦略的・ク
リエイティブなものへ変わる」としています。例えばカスタマーサポート担当者はAIでは対処しきれないク
レームや高度な相談に注力し、ルーティン問い合わせはAIに任せる形になるでしょう。同様に調達担当者も、
AIが提示した分析結果を踏まえてサプライヤー戦略を立案したり、AIには任せられない重要交渉（戦略的パー
トナーとの契約等）に集中するようになるでしょう。Philip  Ideson氏（Art  of  Procurement）は「調達プロ
がAIに完全に取って代わられることは考えにくいが、AIを使いこなす者が使わない者に比べ優位になる」と述
べています。この言葉どおり、AIと共生できる人材が重宝され、逆にAIに頼らず旧来手法に固執する人材は競
争力を失うでしょう。加えて、新たに生まれる職種もあります。エージェントに適切な指示を与えるプロンプ
トエンジニアや、AIエージェントの出した結論を監査するAIオーディター、複数AIを管轄するAIオーケスト
レーターといった役割が想定されます。組織内では、人間とAIエージェントがペアを組む「センタウルス・モ
デル」（将棋の人間＋AIのタッグのようなイメージ）が一般化し、人材育成も二人三脚で行うことになるか
もしれません。教育分野でも、将来の消費者やビジネスパーソンは自分のAIエージェントを持つのが当たり
前になるでしょうから、若い世代へのAIリテラシー教育が不可欠となります。

競争環境・市場操作の懸念: エージェント同士が市場取引を担うようになると、時に予期せぬ協調や暴走が起
こる恐れもあります。例えば複数の販売エージェントが暗黙のうちに価格を吊り上げるような行動（アルゴ
リズムカルテル）が発生したり、逆に購買エージェント側が共謀して極端な低価格入札を強いるようなこと
がないとは言い切れません。人間が直接絡まないだけに、そうした現象が検知しにくく対処が遅れるリスク
があります。実際、機械学習エージェント同士が競り合うと価格が安定ではなく振動する、あるいは極端な
値動きになるケースがシミュレーション研究で報告されています。これが現実の市場で起これば、価格の不安
定化や意図せぬ談合が問題化するでしょう。さらに悪意ある第三者が、市場に参加するAIエージェント集団に
誤情報を流して利益を得る、といった市場操作も懸念されます。例えばフェイクニュースでAIエージェントた
ちの需要予測を狂わせ特定商品の価格を乱高下させる、といったシナリオです。人間向けの相場操縦がAI向け
に変わるだけで、本質的なリスクは残ります。また、プラットフォーム企業による寡占化も考えられます。消
費者向けエージェントが数社のOS・プラットフォームに集約すると、そこがゲートキーパーとなり自社に有
利な推薦を行う危険性があります。例えばある大手IT企業が自社AIエージェントで自社ECの商品を優先表示
するようなことをすれば、公正な競争を阻害します。この点では規制当局の監視も重要になるでしょう。加
えて、AIエージェント利用にはデジタルデバイドの新局面も現れます。AIリテラシーが高くエージェントを使
いこなせる人や企業だけがより有利な取引を勝ち取り、そうでない層は不利になるという格差です。例えば高
齢者やテクノロジーに疎い人はAI交渉で値引きを得られず定価で買い続ける一方、若年層はAI駆使でいつも底
値で買う、といったことが起こり得ます。社会としてそのような格差がどの程度容認されるのか、支援策や
教育で解消すべきかといった議論も必要になるでしょう。

倫理的・社会的受容性: 最後に、AIエージェントの普及は社会・文化的な側面にも影響します。買い物という
行為は単なる経済取引に留まらず、娯楽でありコミュニケーションであり文化でもあります。それがAI任せに
なったとき、果たして人々の幸福度は上がるのか下がるのか。一部では、人間が意思決定をAIに委ねすぎるこ
とへの警鐘も鳴らされています。自分の趣味嗜好すらAIに規定されるようになると、人間の主体性や判断力が
損なわれるのではないか、という懸念です。「便利だから」と何でもAIに頼る生活は、確かに効率的ですが、
人間が本来持っていた創造的な選択の喜びを奪う可能性もあります。また、買い物エージェントに限りません
が、AIが浸透することで人間同士の直接的な交流が減り、社会的孤立が進むといった指摘もあります（店員
や営業との会話がなくなり、人と話さずとも生活できてしまう等）。これらは定量評価の難しい問題です
が、テクノロジーの受容性を考える上で無視できない論点です。結局のところ、大事なのは人間が主体性を保
ちつつAIを道具として使いこなすことに尽きます。エージェントが何でも決めてくれるからといって人間が思
考停止しては本末転倒であり、あくまで賢い補佐役としてAIを位置付ける文化を醸成することが重要でしょ
う。そのための教育や啓発もまた、社会課題として浮上してきます。
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以上、将来考え得る課題を概観しました。要約すれば、購買AIエージェントは確かに生活やビジネスを革新
しますが、同時に「AIに何を任せ、何を人間が担うべきか」という問いを社会全体で突きつけています。そ
の答えを探りつつ、技術・ルール・倫理のバランスをとっていくことが、これからの私たちに求められる姿
勢と言えるでしょう。

おわりに（まとめ）

購買AIエージェントは、まさに消費と取引のあり方を根底から変える可能性を秘めています。本レポートでは
その定義から技術、事例、メリット・課題、将来展望まで包括的に見てきましたが、重要なポイントを最後
にまとめます。

購買AIエージェントの本質: ユーザーや企業に代わって最適な購買行動を自律的に行うAIであり、
チャットボットやレコメンドとは異なりゴール指向・能動的に動く点が特徴です。個人のショッピン
グから企業調達まで幅広く応用されつつあります。

技術基盤: 大規模言語モデルを中心に、自然言語処理、データ統合、ツール使用、強化学習、マルチ
エージェント協調など最先端技術の複合体として成り立っています。人間並みの対話能力と、膨大な
情報を分析・比較する計算能力を兼ね備えています。

現在の市場動向: 大手プラットフォーマー（OpenAI, Google等）から専門スタートアップ（Bluecore,
Pactum等）、オープンソースコミュニティまで多様なプレイヤーが参入しています。Visaや
Mastercardもエージェントコマースに対応を始め、65%の企業が試験導入するなど普及は加速してい
ます。

導入事例の成果: ECサイトではエージェント導入によりエンゲージメント14倍・CVR2倍など顧客体験
と売上が向上、企業調達では数千件の契約交渉を自動化しコスト削減と効率化を実現。消費者個人も
日用品の自動購買など時短・手間軽減の恩恵を受け始めています。

メリット: 時間・コストの節約、精緻なパーソナライズ、24/7対応、客観的な意思決定など。誰もが
専属の買い物アドバイザーを持つようなもので、消費者満足度向上や企業の競争力強化につながりま
す。

限界・課題（現状）: 応答精度や判断への不信（幻覚・誤提案の恐れ）、データ漏洩やセキュリ
ティ、バイアス・倫理、導入コスト・システム統合など。人間の監督やガバナンスがまだ不可欠であ
り、技術的・運用的な洗練が必要です。

将来の技術展望: 完全自律化（人間の関与最小化）、プロアクティブな購買（ニーズ先読み）、マルチ
エージェント協調（複数AIの連携でスケーラブル化）、超パーソナライズ、リアル統合（AR試着
等）、企業側AIとの自動取引などが見込まれます。2～3年でAI対AIの商取引が一般化するとの予測も
あります。

市場・経済への影響: 市場規模の爆発的成長（今後10年で桁違い拡大）、小売・ECのゲームチェンジ
（SEO→AEO、プラットフォーム戦略転換）、マーケの手法転換（感性訴求→データ訴求）、価格決
定の自動化、サプライチェーン効率化、消費者行動の変容（AIが意思決定の主導権を握る）など破壊
的インパクトが想定されます。

将来の課題・社会影響: 規制整備の必要（契約責任、独禁法対応、説明責任など）、プライバシー・
セキュリティの一層の重要性、雇用への影響（仕事の変化と新職種の創出）、競争環境の公正性（ア
ルゴリズム談合や寡占への対策）、倫理と人間の主体性（AI任せによるデメリットをどうコントロー
ルするか）などが挙げられます。

• 

• 

• 

• 

• 

• 

• 

• 

• 
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総じて、購買AIエージェントは大きな利便性と効率化をもたらす反面、私たちの経済活動や社会構造にも深
い変革を促す技術です。その潜在力を最大限に活かしつつリスクを抑制するためには、技術開発だけでなく
ビジネスのあり方、法律・倫理の枠組み、人材育成といった多方面での準備と対応が求められます。私たち
消費者一人ひとりも、来るべき「AIエージェントとの共生」時代に向けてリテラシーを高め、便利さと人間ら
しさのバランスを見極めながらこのテクノロジーと付き合っていくことが重要になるでしょう。

以上、購買AIエージェントを巡る現状と展望を徹底調査・分析しました。刻一刻と進化する分野であり、本
レポートの内容も日進月歩でアップデートが必要になるかもしれませんが、そのダイナミズム自体がこの技
術の持つ大きな可能性を示していると言えるでしょう。

参考文献・情報源:

【3】 Distribution Strategy Group, "AI Commerce Will Replace Ecommerce, And Soon" (2025年6月)
【4】 Paul Accornero (De'Longhi Group CCO), "The New Customer: Is Your Business Ready to Sell
to AI?" (LinkedIn, 2025年6月)
【5】 Ivalua Blog, "AI Agents in Procurement: The Ultimate Guide" (2023年)
【7】 Ivalua Blog, "AI Agents in Procurement – Understanding the Basics" (2023年)
【9】 PR Newswire, "alby Transforms AI Shopping From Basic Chatbots to Intelligent Shopping
Companions" (2025年7月)
【12】【14】 Fluid AI Blog, "Agentic AI for Ecommerce (Shopify)" (2025年5月)
【15】 Pactum 公式サイト, "The Leading Agentic AI Platform for Enterprise Procurement" (2025年)
【18】 Bluecore Blog, "8 AI Shopping Agent Skills for Every Vertical" (2023年)
【21】 Impress ネットショップ担当者フォーラム, 「Visa・Mastercardのエージェントコマース参
入」 (2025年5月)
【22】 Slashdot, "Google Developing AI to Take Over Chrome..." スレッド (2024年10月)
【23】 Art of Procurement, "AI Agents in Procurement: What, Why and Will They Take Your
Job?" (2025年6月)
【26】 Experro Blog, "What Is Multi-Agent AI System & Why It Matters in Retail?" (2023年)
【27】 World Economic Forum (日本語版), 「新たな顧客体験を形づくるAIエージェント」 (2025年5
月)
【29】 Trustwave SpiderLabs Blog, "Blind Spots of Multi-Agent Systems: Caution" (2025年5月)
【30】 渡邊克彦, noteブログ「ChatGPTショッピング機能が変える未来の購買体験」 (2025年5月)

（以上） 

AIエージェントがWebページの閲覧、商品選択、購入、お金の管理をするようになる――。国際ブランド
も「エージェントコマース」に参入 | 海外のEC事情・戦略・マーケティング情報ウォッチ | ネットショップ担
当者フォーラム
https://netshop.impress.co.jp/node/14029

AI Agents in Procurement: The Ultimate Guide | Ivalua
https://www.ivalua.com/blog/ai-agents-in-procurement/

AI On: How AI Agents Enhance Online Shopping | NVIDIA Blog
https://blogs.nvidia.com/blog/ai-agents-online-shopping/

What Is Multi-Agent AI System & Why It Matters in Retail?
https://www.experro.com/blog/what-is-multi-agent-ai-system/
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